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投稿規定

論文などの投柵は本学会の会貝に限る｡但し､共同執蕊者には会貝以外の者を含む

ことができる。また綱j爬委rl会が執錐を依頼する塒合は会ｎ．非会只をlMjわない。

ljii群論文、総説、報告、評論、盗科、普評または図書紹介、会貝からの手紙、そ

の他とする。投稿にあたっては区分を明記する。すべての投稿原棡の採否は縄ＪＩＬ

蕊１１会が決定する。

11j(鵜論文および総説は未発表のものとする。Ⅱj(籍論文は独伽I的な学術研究および

独創的な教7｢実践について、理錨的にまとめたものとする。総説は一定の研究分

Hfについて系統的に慨iUlし、課題の確理や評価・展望を伴っているものとする。

脱藩諭文および総説は襖数の森読瀞による盗統を編集黍、会における掲職決定の

iiIIに受けるものとする。

ljl(藩論文および総説には表題・若新名・所属・英文表題・英文著者紺・英文所臓・

英文要約(300譜以内）・英文のキーワード（５iMi以内、アルファベット順）をつけ

ること。原耕総文および総説は刷り上がり1211以内(Ａ`仏40字40行で約13枚､図・

表・写真・英文の要約を含む）とする。

縦告は下記のような内容のものとする。

①未だ論文にはならないが雛告のI1iIikがあると）'１断されるもの。

③実践の記録や事例。

③既に発表きれた論文鰈に側述する実践報簡。

報告は複数の在読者による在読を鵠雄姿貝会における１Ｍ職決定のiiiに受けるもの

とする。

M1告には表Ｍｍ・箸潟絡・所属・英文表題・英文藩者名・英文所属をつける。

報告は刷り」:がり10頁以内(秤I･`10字40行で約11枚、｜叉|･表･写真を含む）とする。

１１j(藩論文・総税・報皆には該当しないが、啓発、論説的な内容で禍jliXに値するも

の。刷I)」２がIノ８頁以IﾉLl（A4MlO2j2`10行で約９枚、図･炎･写真を含む）とする。

盗科は環境救育に1111巡する備報。ＩＭＩ)上がり８頁以内(Ａ４．４０字`10行で約９枚、

図・表・写兵を含む）とする。

機Bll誌の記ﾘﾄについての懸想、学会への要望、身辺のニュース、会L｣へのアナウ

ンスなどで、I1Illり上がＩ）１頁以IAl(Ａ４．４０字40行で約１枚、図・炎・写真を含

む）とする。

1）投稿者の盗格

２）投稿の区分

3)鳴謝鱸

４）報
上
ロ

5）評 論

6）資 科

7）会同からの手紙
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８）聯集：時宜に111.つたテーマを依執脱稿として襖数Ｊ&ぬたもので、絹災委11会で企Ilhiする。

９）その他：以上のiil【類に談21iしないが、会のiiWJllに関係あるもの。

10)原稿のi1l:き方：

①､i(柵は横響きとする。l1j(橘の使lIji三i語は、１１本iiliまたは英語とする。

②原則としてワードプロセッサーで作成し、秤1判で１画は40字40行とする。

③文体は．`である“調とし、隙則として当１１１桝字、新仮名づかいを)I}いる。

④英数字（アラビア数字）は半角文`i:を用いる。

⑤学術Ⅲ語は文部省の学術川語jlsを参考とする。生物の学名はイタリックとする。

⑥本文Uijでの文献の；1用はり1用箇所に(著者粘発表年）を記入する。また、「注」をⅢいる｣tＭ１合は、

そのiii所の右１ｍにl）のようにｊｍＬ瀞号を記し、本文の股後にまとめて記紋する。

⑦引ﾉ１１文献の配列Ｉｌｉ序は薪新譜でアルフアペット順とし、下記の形式に従い記鮫する。

雑誌の場合：著者名，イド，糞題：Iiil題，雄誌名，巻号：ページ．

単行本の場合：若者名，年，表巡，11ﾄﾞ名（綱者名)，ページ数，発行jﾘr，発行地．

その他、１１t祈号の引川例を参考にしてくだきい゜

③区l・表は原稿本文とは別に１枚ずつ作成し、図はそのまま等lOL製版してI:１１刷できるようにIﾘIIMfに

杏く゜図中の文字は指定の大ききに縮小しても明瞭に判読できるよう配Mi(してill:く゜原稿ｲﾐ文の

余白に、およその挿入位ifと大きさを指定する。

11）技橘：元原稿1部とコピー２部のiil3部および学会誌巻末のli〔縞送I)状を編集義１１会事

務局へ腿１１Ｉする。

12)枝正：若者校jKは初校のみとし、IIP佼以降は編集黍11会の責征において行う。

13)別剛：原著論文、総説、Ｍ１告、評i鮒、涜料、ｉ１ｌ評または図１１ﾄﾞ紹介の薪新が別IiMを必要と

する場合は、初校111Fに申し出る。その実費は粁者が負担する。

14）藩作椎：｜冊叔された論文等の著作樅はI]本環境教育学会に属する。

15)Ⅲ;(橘の返却：投稿脱稿は原則として返却しない。ただし、IlIし出があれば図版に限I)返却する。

(付記）1997年７ｊＹ５Ｈ改訂、1999年９j111I]改訂

(付記）綱災委貝会JII務同

〒380-8514長野Tl7illi催野６信州大学牧育学部渡辺隙一気ｲil

n本環境教育学会縞築委貝会

ＴＥＬ＆FAXO26-238-4164

窮境数万VOL.』甥


